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尖底の貝殻文系土器 (掲載番号578)
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不明遺構 (SZl)出土の弥生土器
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尾立第2追跡出土黒曜石産地判別図1



尾立第2追跡出土黒曜石産地判別図2
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黒曜石③類 (日東系)

黒曜石(9額 (桑ノ木津留系)

黒曜石② ･⑤類 (尾立第20Ⅹ群)

黒曜石④額 (上牛鼻系)



序

宮崎県教育委員会では､平成11年度から東九州自動車道 (都農～西都間)建設予

定地にかかる埋蔵文化財の発掘調査を実施 しており､本書はその発掘調査報告書です｡

本書に掲載 した尾立第2遺跡は､平成17年から平成18年にかけて発掘調査が行わ

れ､後期旧石暑那春代の石器群や磯群､縄文時代早期の土器や石銀､集石遺構等が確

認されました｡また､弥生時代や近世の遺構 ･遺物も確認され､当地域が長い期間

利用されていたことが発掘調査により明らかになりました｡

ここに報告する内容は､今後､当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になるも

のと考えられます｡

本書が学術資料となるだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､また､

塩蔵文化財保護に村する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたって御協力いただいた関係諸機関 ･地元の方々､ならびに御

指導 ･御助言を賜った先生方に対 して､厚 く御礼申し上げます｡

平成20年 2月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 清 野 勉



例 日

1 本書は平成17年度に実施した､束九州自動車道 (都農～箇都岡)建設に伴う尾立第2追跡の発掘調査報告書

である｡

2 発掘調査は日本道路公団から委託を受け宮崎県教育委員会が主体となり､宮崎県埋蔵文化財センターが実施し

た｡なお､日本道路公団は平成17年10月1Eは り分割民営化され､西日本高速道路株式会社九州支社となったが､

本報告皆ではEl本道路公団として記載する.

3 本追跡は､調査時は町道を挟み ｢朝倉追跡｣と ｢尾立第2追跡｣と呼称していたが､｢朝倉｣という地名はこ

の地域にみられず､字名も吸牟田､俵石､奄ケ平である.逝跡の所在は r都Ba-町遺跡群細分布調査報告割 によ

ると追跡番号1010･1011｢尾立造跡｣の範閣内となっており､今回の報告に際し避跡名を ｢尾立第2追跡｣に

変更する.なお,文皆 ･記録類はすべて ｢朝倉追跡｣となっている.

4 現地での実測図等の記録は安藤利光､山田洋一郎､岸田裕一､福田光宏､石津晴菜を中心に行った｡

5 現地での写真端掛 ま岸田が行った.また､逝物写fI.は牛島茂氏 (奈良文化財研究所)､竹田亨志､今塩屋毅行

の協力 ･助言を得て岸田が行った｡

6 尾立第2追跡では空中写凸搬影を(有)スカイサーベイ九州に､測塁杭設置を(秩)新藤捌堂設計事務所に,自然

科学分析を(秩)古環境研究所に委託して行った｡なお､窮V章に掲載した自然科学分析の成果は､成果報告に若

干体裁を替えて掲載した｡

7 遊構 ･造物の実測図作成は､整理作業員の補助を得て岸田が行った｡また､石器実測図及びトレースの一部は､

(秩)九州文化財研究所に委託した｡

8 本昔に利用した周辺追跡分布図は国土地理院発行の1/50,000園 (都農)を利用したOまた､遺跡周辺地形

図は土地分類基本調査図(都農)を､追跡周辺地形図等は日本道路公団宮崎工事事務所提供の1/2,000図を∃封こ

作成した｡

9 土層断面､逝構埋土の色調は､農林水産省農林水産技術会談事務局/監修の r新版標準土色帖Jに拠った｡

10 本啓で用いた標高は海抜絶対高である｡また方位は座標北(G.N.)を基本とするが､適格実測図などの一部に

磁北(M.N.)を用いた｡

11 本磐で用いた遭桝 ･火山灰の略号は､次のとおりである｡

SC:土坑 SI:磯群 ･集石遺構 SX:石組遺構 SZ:不明遺構

K-Al一:鬼界アカホヤ火山灰 Kr-Kb:霧島ノト林軽石 AT:姶良Tn火山灰

12 遣物実測図の縮尺は､石器1/2(Ⅳ章第7節のみ2/3で等-)､縄文土器1/3､弥生土器 1/4と統

一した｡

また､造構実測図においても裸群 ･集石造構､土坑､不明避柄を1/30､石組遺構を1/40としている｡

13 本at=の執筆 ･編集は岸田が行った.

14 出土遣物および諸記録は､宮崎県埋蔵文化財センターで保管している｡
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第 Ⅰ章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

東九州自動車道延岡～清武間は平成元年に基本

計画がなされ､平成9年3月に門川-西都間が整

備計画区間となった｡このうち都農～西都間は同

年12月に建設大臣 (現国土交通大臣)から日本道

路公団へ施行命令が出され､翌年の2月から事業

に着手している｡その間､県教育委員会では､平

成6年度に延岡～7匹7都間の決定路線上の追跡詳細

分布調査を行い､それに基づき埋蔵文化財保護に

ついて関係機関と協議を重ねた結果､工事施工によっ

て影響を受ける部分については工事着手前に発掘

調査を実施することとなった｡

調査は平成11年度から日本道路公団の委託を受け､

宮崎県埋蔵文化財センターで行っている｡なお､

日本道路公E削ま分割民営化され､平成17年10月1

日から西日本高速道路株式会社九州支社宮崎工事

事務所 ･延岡工事事務所となった｡

本遺跡は平成16年度に確認調査が実施され､後

期旧石器時代および縄文時代の造物が出土し､棟

群や陥し穴らしさ遺構が確認された｡このため､

遺構 ･遣物が分布すると想定される6,000m2を対象

に発掘調査が実施されることとなった｡

第 2節 調査の組織

尾立第2遺跡の発掘調査 ･整理報告は以下の組

織で実施した｡

調査主体

宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

(平成17年度)

所長

副所長兼調査第二課長

総務課長

主幹非総務係長

調査第-課長

主幹兼調査第-係長

主幹兼調査第二係長

一

夫

尊

史

雄

重

樹

浮

智

恵

富

宗

和

園

永

越

川

山

津

付

言

岩

宮

石

高

長

菅
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調査担当

調査第-係

主 査 山田洋一郎

主 事 岸田 裕一

調査員 福田 光宏

調査第二係

調査員 石津 晴菜

整理担当

調査第一係 主 事 岸田 裕一

(平成18年度)

所長

副所長兼調査第二課長

副所長

総務課長

主幹兼総務課総務担当リ-ダー

調査第-課長

主幹兼調査第-担当リーダー

主幹兼調査第二担当リーダー

勉

夫

郎

尊

信

雄

重

樹

菅

悟

正

富

宗

和

野

永

藤

越

山

山

津

付

清

岩

加

宮

高

高

長

菅

整理担当

調査第-担当 主 事 岸Elr裕一

(平成19年度)

所長

副所長

総務課長

主幹兼総務担当リーダー

調査第-課長

副主幹兼調査第一担当リーダー

主幹兼調査第二担当リーダー

清野 勉

加藤 憎郎

宮越 尊

高山 正信

長津 宗重

商中道 隆

菅付 和樹

整理担当

調査第-担当 主 事 岸田 裕一

調査指導 (五十音順､敬称略 ･所属は平成17年当時)

泉 柘良 (京都大学)､小畑弘己 (熊本大学)､田崎

博之 (愛媛大学)､広瀬和雄 (国立歴史民俗博物館)､

本田道輝 (鹿児島大学)､柳沢一男 (宮崎大学)



第 1図 尾立第 2遺跡および東九州自動車道 (都農～西都間)関連遺跡の位置図
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第Ⅱ章

第 1節 地理的環境

尾立第2遺跡は都農町大字川北字湯牟田に所在

する｡遺跡が立地する都農町は宮崎県中央部より

やや北側､宮崎平野の北端に位置する｡

町の北西には九州脊梁山脈から続く山々が連なり､

標高1405.2mの尾鈴山がそびえている｡この尾鈴

連山東麓から流れ出る名質朴や都農川･心見川等の､

幾度もの海進や海退によって､新しい扇状地が次々

とつくられている｡そして古い扇状地が開析され

ることによって､数段の河岸段丘が形成され､現

在の地形となっている｡

これらの段丘は､中期更新世に形成された上 ･

中位段丘面と､最終氷期に形成された低位段丘面

とに大きく区分される｡

遺跡は川南町との境をなす名貰川左岸の台地上､

標高約82mに位置する｡遺跡が立地する中位段丘面

(朝草原面)は宮崎平野部で､旧石器時代の遺跡が

多く確認される国光原画や唐瀬原画､新田原面と対

比されるO遺跡の西は開析谷となっており､遺跡を

西側から眺望すると独立丘陵のような景観を呈して

いるO遺跡からは尾立第3遺跡を遠望できる｡

中位段丘面には起伏が少なく､その段丘崖付近

に旧石器時代､縄文時代の遺跡が立地する｡また､

段丘下位の面からは尾鈴山酸性岩頬を主とする拳

大～径1m大の磯が約10mの厚さで堆積している｡

遺跡北西に控える尾鈴山は､県内出身の歌人若

山牧水が故郷を懐かしみ ｢ふるさとの尾鈴の山の

かなしきよ秋もかすみのたなびきてをり｣と詠ん

だように､地域の象徴であるとともに､本地城の

地理 ,歴史を物語る上でも重要である｡追跡の立

地する本町は､九州脊梁山脈から続く山々が尾鈴

山でさらに高度を上げることで､寒風を遮り､さ

らに尾鈴山を越えた風がフェーン現象により､畷

かい風となって吹き降りる｡

発掘調査中も､尾鈴山の恩恵を受けた｡尾鈴連

山が雲に隠れはじめると雨が降り出す前兆であり､

逆に曇っていても尾鈴山が雲に覆われず山の輪郭

が見えている時には同が降ることはほとんどなかった｡

立地と環境

第2節 歴史的環境

尾立第2追跡周辺は､多くの遺跡が周知されて

いるが､発掘調査による遺跡の解明はほとんど行

われていない｡しかし､東九州自動車道建設に伴い､

発掘調査が行われ､その成果は着実に増えつつある｡

遺跡周辺には平成17年度東九州自動車道建設に

伴う発掘調査の避跡である､尾立第3遺跡､朝草

原避跡､立野第5遺跡､立野第2追跡が立地する｡

上記の追跡は直線距離で約1kmの範囲l和こ立地し､

徒歩にして尾立第3追跡､朝草原遺跡が約5分､

立野第5遺跡が約20分の位置に立地する (第3図)O

旧石器時代

旧石器時代の発掘調査は都農町では近年まで行

われず､その存在は大野寅男氏採集資料 ｢黒萩｣

出土の尖頭器(12)や､1987年の分布調査で又猪野原

遺跡､京塚遺跡で採集された剥片のみであった｡

しかし､東九州自動車道建設に伴う発掘調査では

本報告遺跡を始め尾立第3遺跡､朝草原遺跡､立

野第5遺跡､立野第2遺跡で､それぞれAT下位

から上位にかけて旧石器時代の遺構 ･遣物が確認

されている｡特に立野第5遺跡ではAT直下より

環状ブロック群の可能性を示す遺物の出土が報告

されている｡

縄文時代

縄文時代になると､遺跡は標高20m以上の高地

に立地する傾向にある｡聞析谷によって形成され

た河川や､その支流に近い台地上に､遺跡が立地し､

そのほとんどが早期に位置づけられる｡縄文時代

の集石遺構に用いられる磯は､ほほ全てが尾鈴山

酸性岩類で構成され､敵石や磨石などにも同石材

の利用が確認されている｡また､朝草原遺跡では

草創期と考えられる尖底の軽文土器が細石刃石器

群と共に出土したと報告されている｡後期の遺跡は､

数少ないが新別府下原遺跡から貝殻条痕文土器や

磨製石斧等が､新別府川原遺跡では竪穴住居跡が

1軒検出されている｡

-3-



弥生時代

発掘調査が行われた迫跡には､弥生中期から終

末期に新別府下原避跡､後期後半に墳ケ谷第-遺跡､

後期に白水退跡の躯諮跡がある｡新別府下原遊跡

では竪穴住居跡や周溝状避偶などの遺構と共に､

多数の蒙 Erが出土している｡調査区外からも竪

穴住居跡が試掘により確認されることから逝跡の

範匪=まさらに広がるものと考えられるO他に瀬戸

内系の土器が出土した森退跡でも住居跡が検出さ

れている｡また,名rf川対岸に位虻する川南町所

在の八幡第2逝跡では､後期の住居跡が調査され

ているU

これらの調査成果から､いくつかの炎諮逝跡が

存在し､人の生活 活動などがわかるものの､炎

落規模は適時的に′ト規模である｡

古墳時代

海岸部を中心に12進の少.I.指定古墳がある｡前方

後円項2進.円項10進で､将石塚であることに特

徴がある.内部主体や副葬品等は不明であるが､

梯石塚は県内では珍しく､都農町に炎申して築造

されているO海岸部以外では､新別府川IFili､木戸平､

舟川中原に円墳が1基ずつ確認されている｡

古代～近世

古代以降の追跡は都農町では確認されていないo

Lかし､紳令体制の時期､町内は大事府とEl向匡】

府を結ぶ官道が通り､駅が設けられた要徳の地であっ

たC都R豊に比定される ｢去飛｣駅の存在が知られ

るが､詳細な位態は､未だ明らかになっていない｡

また､日向国は昔から鳩の名産地として知られる｡

r延古式Jには燭牧の ｢都濃野｣の記述があり､現

在の都農を指している可能性もある｡さらに､El

向匡)の式内社の1つである都農神社は日向一ノ宮

ともいわれ著名であるOこのように､都農町は日

向国府の近くにあり､奈良-平安時代にかけEl向

国の主要な役割を担った地域である｡

中世から近世になると,町内には山丘頂部に平

坦地がみとめられる城ン平や.空堀が確訟される

鍛冶屋敷で山城関連の避跡が確認されている (13)0

近代以降 (トロッコ列車の記憶)

都農町は山林がその両横の3分の2を占め､そ

のほとんどがIil有林であるO本町では林業が盛んで､

当時の面影が至る所に放る｡匡摘一杯の伐採が本格

的にはじまったのは明治42(1909)年からで､当

初木,EFJ迫が敷かれ､木材は トロッコ列畔に乗せ出

荷された｡翌年には木軌道､大正4年には鉄軌道

となって､同13年尾鈴山から都農駅までの全長50

kmが開通したo軌道は殺芯海抜800m,尾鈴山から

大師山の北を抜け､本追跡が挟む町道を抜け､都

農駅まで続く｡林用軌道を走るトロッコ列非は木

材運搬だけではなく､病人の急送､El用品 食税

のf:1い出し､通学等の移動手1引二利用され､住民

の交通手段の1つとなっていたC昭和30年､トロノ

コより急勾配が登れる上､道路は軌道より作り易

いことからトラック-と木材迷搬が変わり､昭和

33(1958)年に廃線となった｡

本退跡周辺を捕査したところトロッコ迫の面影

を残す桐生の跡がみとめられた (写真Ij-1 2)｡当

時はここに林用軌道の交通安全を祈願する碑が建

立されていたと地域の住民は記憶しているが､現

在は近隣に移転されているO

文献
1 -.L吉崎Lf.1也範文化財セノクーr銀座第1近称JEl.崎リ.I.埋破
文化財センタ-報告#那120狐 2006
2 rLI崎iF,l塊根文化財セ/ターr八qiq,2j立体｣包崎LL.lt健謎
文化財センタ-報告1!芋粥148鮭 2007
3 宮崎Lf.L埋蔵文化財セ/タIr立野茄5j丑弥 立町筋2j丑
跡｣宮崎l■..,埋蔵文化財センター報告1蛭那156集 2007
4 都農町r都農町史 通史制 1998
5 都農町政fT委n会 r新別Fff下馬f遺跡｣都農町文化財常盤
報告鞍郡3楽 1990
6 EEj崎LC.lt埋蔵文化財七/ダーr酬Z,'i府道跡 Jも立邦3遭跡1
,日崎iE.ミ也横文化財セノダ-戟/Al鞍第146楽 2007
7 都農町政fT委月会 r森通削 都農Fl文化財閑査枚繋報IB
昏?,5集 1993
8 都農町政‡T委L]会 rrt!石遺跡J都農町文化財開発報法flF
節4狐 1992
9 林鹿町数千昭一fl全 r郷長町jb跡辞細分和調査報告替1
1988
10rti崎LL.し教育委n会 r束九州自動車迫J姻連遺跡群細分布開
発報告flF211995
11包崎il,し農政水産部農薬振興課 r土地分有機本調査部別
1984
12茂山護 大野}I男 ｢児独和下の旧石許｣ri,'崎考古13ぢ
1977
13,d'崎LF,ミ敢背委Ll金 納九州城邦談砺会 rEf時折trr･近世城
餌跡緊'u一分布調査報告軒Il 騨細編11999



K氏 (J)JtI.59止):椎から迎地金などの時はyi叫に廃りで行った｡瀬らrJ:いときは少

いて''-Ty:枚までrTっていf=｡lt.4;がじゃまで妙くのか大変f='った｡トロッコの継 はレ

ールの相が拙いから上をかくのが大変だった (+朕の遊び.I(ランスとり)｡

K氏 (列性59成):トロッコが通ると舛快でみていて繋Lかった.頼りの次のE]は早

く柑ちないといけないから弼JII･(トロッコで下った (l17--位に叫に命わせる削｡貯水

坊AIにや段があった｡IIから1･仰 giE:1由ずつトロッコを挽していた｡年前巾は利用
(▲▲と

しないから竹入が絶っていた.,九親の上にもトロ./コが適っていた｡

K氏 (別姓59嵐l一乗ったときの.ulLい山として爽快.(供は.Rl.わずわーっと)汀をIIIす..
堆さなんか感じない｡･ジェットコースターに慮っているようなもの｡

71氏 (女t160j&):カンタE)ミミズがたくさんいた.ト｡-Jコの親鞄の上にたくさん
いてそれをトロ･Jコでひいてつぶすのかいやだった.ul.い山がある｡沢ガニ.斜が木か

ら見ていで価かっt.:｡

K氏 (女傭56戊):小学牧の柊r時rqと貯水場にトロ17コが膚く時PIがrh】じ.耕水が

知ったトロッコの捷ろE=廃っていた｡Flの人ばかり｡

N氏 【水性59歳),トロyコに座って逝ぶのはJJ3q)人ばかり｡女でも-13勝 りの人は頗

ってい1=と思う.樋鈴から材木L._.･構んで一日一回貯木租まで運んでいた｡El昭は休み.

今は常体鞘と月うが廿は山Fti(や正し)といっていた｡

K氏 (60枚):奄びで乗った｡小や蛇のころE,[:l介の近所から材木均が近く.トロッコを
帖りて近所まで引っ斬り,hJ配の離ちる方に来って並んだ｡ディーゼルが引っ雛る仰り

は葡ドロ (三JrJ圧臥)を引っ斬っていた｡父が僻っばらった付l)に乗っていた.脂の爪

に鉄を持ち込tEばが三ffあった｡満旭も放ろIiにも鉄が打ち込んであった｡溶かした鉄

tL_r･L咋頒絹のIaに当て.釘を蝿の皿に打ち込んでいた｡il,kは2mくらい和んでいた｡

1:100,000

第2図 林用軌道路線図 (大日本帝国陸地測量部 昭和15年発行を加工)

写真 1 尾立第 2遺跡とトロッコ道
(白線範囲がトロッコ軌道)

写真2 旧詞堂跡
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第 3国 周辺遺跡分布 図

水平面に対し垂直は10倍している｡ (A-A′は第3図と対応) 0

第4図 周辺遺跡地形断面図

-6-

1:25,000



第 1表 周辺遺跡地名表

遺跡No.分布 調 査番号
報告 書刊行は※

遺跡名 所在地 時期 文献

1 ※ 尾立第2避跡

2 ※ 銀座第1追跡

3 ※ 八幡第2迎跡

4 ※ 立野第2追跡

5 ※ 立野第5迫跡

6 1006 下原避跡

7 ※ 新別府川原辿跡

8 ※ 新別府下原追跡

9 1003 新別何追跡

10 1004 新別肘肥追跡

11 1015 榎木土手迫跡

12 ※ 朝草原迫跡

13 ※ 尾立第3迎跡

14 1012 俵石第2i吐跡

大字川北字湯牟田･俵石･

大字川南字前田･沓袋畑

大字川南字八幡山

大字川北字竜ヶ平

大事川北手簡ヶ平

大事川北亭下原

大字川北

大字川北

大字川北李斯別府

大字川北字新別府肥

大字川北字榎木土手

大字川北字朝乾原

大字川北字尾立

大事川北亭俵石

旧石器･純文(早期)･弥生･近世

旧石器･縄文(早期)･弥生･中世～近世

縄文(草創期)･弥生

旧石器･縄文(早期)

旧石群･純文(草fiIJ期･早期)

縄文

弥生･古墳

縄文(後)･弥生･古墳

弥生･古墳

旧石器･縄文(草創抑･早期)

旧石器･縄文(早期)

弥生･古墳

15 1017 正生尾立第1辿跡 大字川北字菰生尾立

16 1018 正生尾立迎跡 大字川北字菰生尾立

17 .1.02.9二.1002253' 馬釦 避跡 篭 錆 等諾晶帯 岩窟 'l'.. 拙文･弥4:･古墳

18 2018 井手ケ平追跡 大字川北字井手ケ平

19 2005 川神田追跡 大事川北亭川神 田 邦文.弥生

20 2007 啓ノ郡第2逝跡 大字川北字西ノ郡 古墳

21 2006 田ノ郡第1迫跡 大字川北宇田ノ郡 拙文･弥生

22 2008 平山逝跡 大事川北亭平山･大丸 縄文･弥生,古墳

23 下原逝跡 大事川北亭下原 ･寺下･宮原 中世

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

4 9

50

51

011 舟川尾立迫跡 大字川北早舟川尾立 弥生

022 鹿牟田追跡 大字川北字鹿牟田

021 鍛冶屋敷避跡 大事JII北宰鍛治屋敷

※ 森追跡 大字川北亭森

001 中原迫跡 大字川北字中原

002 師匠田近跡 大字川北字師匠田

※ 黒石追跡 大字川北辛黒石

003 京塚迫跡 大字川北手荒壕藤見尾ノ下

※ 境ヶ谷第1逝跡 大字川北字境ヶ谷

009 白水逝跡 大字川北字白水･尾ノ下

011 境ヶ谷第2避跡 大字川北字境ヶ谷･白石

012 久次牟田避跡 大字川北宇久次牟田

019 上黒萩逝跡 大字川北字上県萩

013 白石第1追跡 大字川北字白石

014 白石第2う宜跡 大字川北字白石

002 内野追跡 大字川北辛内野々

弥生･古墳･中世(城跡)

弥生

旧石器･縄文･弥生･古墳

弥生･古墳

弥生･古墳

弥生･古墳

弥生･古墳

拙文.弥生･古墳

弥生･古墳

001 内野々迫跡 大r芋川北rl=内g!F･下Jjl･FA17f牲掛 州 f々 弥生

008 舟川中原迫跡 大字川北字舟川中原 拙文

015 旧牧跡第1追跡 大字川北字旧牧跡 弥生

016 旧牧跡第2迫跡 大牢川北串IEl牧恥 F中川原

009 心見逝跡 大乍川北乍心比･1-.ノbi(･舶ノ内

005 心見往避上迫跡 大字JII北字心身往遊上

004 又猪野原追跡 大字川北字又猪野原･又猪野

010 長野辿跡 大字川北字境谷･長野

006 山東大原第1追跡 大字川北字未大原

007 山末大原第2追跡 大事川北事末大原

008 宮Jll悲跡 大字川北字宮川･寺迫

015 寺迫下原辿跡 大字川北字寺迫下原

古墳

弥生･古墳

弥生･古墳

弥生･古墳

縄文･弥生･古墳

一

1

2

3

3

9

4

5

9

9

9

6

6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

10

9

9

9

7

9

9

CO
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

12
9

9

9

9

9

※追跡帆は第3図･第5図の番号と一致｡
文献No.はP.4の参考文献と一致.
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■ ■ 花南斑岩【斬第三紀中新世】 [コ V価 堆積物【洪積世】

匡∃ V･器,1% 欝 物(尾輪山酸性岩上の低起伏面) =]-vLl面堆積物【洪積凹 [=∃

氾濫源及び谷底堆積物または沖積層
【沖積世】

中位の河岸段丘～開析扇状地堆積物
【洪積世】->ls碧雲浩 雷 鈴山酸性鰯 ) E∃ 底位河岸段丘堆積物【沖積世～洪積世】一芸讐 主悪霊雷堆積物【洪積世】 [コ 浜堤堆積物【沖積世】

第5図 周辺遺跡地形分類図 (表層地質図 国土調査昭和60年を加工)
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第Ⅲ章 調査の経過と方針

第 1節 確認調査の概要

確認調査は､朝倉遺跡と尾立第2追跡､そして平

成17年度に確認調査が行われていない範囲を､朝倉

遺跡 (二次確認調査)とし､以下の期間実施した｡

朝倉追跡 :平成17年2/14-3/18

尾立第2追跡 :平成17年2/14-3/10

朝倉追跡 (二次確認調査) :平成17年6/13-ll/4

確認調査の結果を受け､朝倉遺跡､尾立第2追

跡を併せ朝倉追跡とし平成18年度に本調査を行った｡

なお､例言にふれたとおり､確認調査 ･本調査時

に朝倉遺跡､尾立第2遺跡としていた両遺跡を尾

立第2遺跡とし本報告を行っているC以下に各調

査の概要を述べる｡

朝倉遺跡では､7,200mZに対し､調査区に3箇所

の深掘りトレンチと14箇所のトレンチ (800m2)を

設定し､人力による掘削が行われた｡その結果､

調査区北東ではK-Ahの良好な堆積が確認され､K-

Ah下位より縄文時代早期の押型文土器が確認された｡

また､調査区西では表土下からKr-Kbを含む層が確

認され､調査区は西から東に向かって傾斜してい

ることが想定された｡ トレンチ調査により遺跡の

仝範閲に遺構 ･遺物が分布すると考えられた為､

調査区西側斜面部分の表土下が樺層となる範囲

(2,200m2)を調査除外とし5,000nfを調査対象とし

た｡

尾立第2遺跡は､朝倉遺跡から町道を挟む南側に

位置し､比高差約2mの一段下がった排作地に立地

する｡調査区中央～北西にK-Ahの良好な堆積が確

認されている｡朝倉遺跡同様､人力によるトレン

チ掘削が行われ､ナイフ形石器や敵石等が出土した｡

このため1,000m2の調査区全体を調査対象範囲とし

たが､遺跡は町道を挟み朝倉遺跡と隣接すること

から､作業の効率を考え､朝倉遺跡の本調査に組

み込み､朝倉遺跡 (5,000m2)と尾立第2遺跡 (1,0

00m2)の合計6,000m2を本調査対象面積とした｡

また､朝倉遺跡の本調査と並行して実施された

朝倉遺跡 (二次確認調査)では対象面積12,200m2

に対し､15本のトレンチ (1,089m2)を設定し､重

機による表土除去後､人力による掘削を行った｡

調査区東に僅かに残る平坦面からはK-Ahの堆積が

確認されたが､平坦面から西は削平の為､冗-Ahの

堆積が確認できず､ATの堆蔵も傾斜に沿って低

地に流れていることが確認された｡K-Ahの堆積が

確認される箇所も下層は本道跡のⅩ屑と考えられ

る灰褐色土層が確認され､さらに下層からは1m

大の巨磯がまばらにみられた｡トレンチ内から遺構 ･

遺物は確認されず､襟帯 (第6図)を1点採集し

たのみであったため､朝倉遺跡 (二次確認調査)

範囲は本調査対象外とした｡

第6図 確認調査出土遺物実測図
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第 7図 遺跡周辺地形図
1:4,000

第8図 グリッド配置図
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第2節 発掘調査の経過

本調査は平成17年 6月9日から平成18年2月10

日まで実施 した｡調査にあたっては､確認調査時

の朝倉遺跡をA区､尾立第2追跡をB区とした｡

また､排土置き場の確保等の問題からA区を南北

に分け､調査区の南側をAl区､A2区に便宜上

分け調査 を実施 した｡調査はAl区-B区-A2

区の順で終了していった｡

調査区は国土座標に準じた10mXIOmグリッドを､

西から東にA～K､北から南に0-10とし､この

グリッドを5mX5mで四分 したものをノJ､グリッ

ドと設定した｡各グリッドについては､B9Gr或いは､

B9aGr等と呼ぶこととした (第8園)｡

調査は､層の残存状況を確認 しながら､まず表

土を重機で除去 した｡確認調査で把握 していたと

お りAl区は表土下よりⅥ屑の堆積が確認され､

同一層で検出された集石遺構 も下部のみ検出され

ることが多かった｡また土層堆積の良好なA2区

北東では､残存するK-Ah(Ⅲ層)上面を精査 した

が遺構 ･遺物は確認できなかった｡さらに重機を

使用 してⅢ層を除去 した後､手鍬による人力掘削

に移った｡包含層内より出土 した造物は トータル

ステーションで出土位置を記録 し､取 り上げを行っ

た｡また包含層内より出土 した襟も造物と同様 トー

タルステーションによる取 り上げを行った｡

調査の結果､Ⅳ層～Ⅹ屑 より遺構 ･造物が確認

され､後期旧石器時代から縄文時代早期､弥生時代､

近世の避構 ･遺物が確認 された｡検出された遺構

は原則として1/10の縮尺で図化を行った｡

【調査日誌抄】

平成17年

6.9(水)現場事務所設置 ･駐車場の整地｡

6.13(月)作業員雇用開始 (二次確認調査開始)｡

6.20(月)B区作業員掘削開始｡

7.4(月)B区V層より磯群検出｡石鉄,剥片 ･

砕片等がまとまって出土し始める｡

7.12(火)Al区作業員掘削開始｡

7.27(水)Al区溝状遺構 (SEl)を検出｡

8.4(木)B区空中写兵撮影終了｡

8.26(金)Al区南西側より石組遺構(SXl)杏

検出｡

9.7(水)台風14号上陸｡調査B区完全に水没｡

排水作業に日数を要す｡

9.12(月)B9GrⅨ層より黒曜石製剥片の集中を

検出｡ネジリ鎌､竹串､ハケにより

慎重に掘削を行う｡

9.27(火)Al区Ⅹ層より局部磨製石斧出土｡

10.12(水)調査区反転終了｡A2区人力掘削開始｡

10.14(金)泉 柘良民 ･本田道輝氏 ･清野孝之

氏 ･柳沢一男氏来訪｡遺構 ･出土遺

物について調査指導が行われる｡

10.17(月)Al区調査終了｡

(Al区遺物取 り上げ点数2087点)

10.25(火)B区Ⅸ屑湧水の為, トレンチによる

調査｡遺物出土なく､B区調査終了｡

(B区遺物取 り上げ点数501点)

ll.4(金)貝殻刺実が施された尖底の縄文土器

出土｡

ll.10(木)小畑弘己氏 ･田崎博之氏 ･広瀬和雄

氏来訪｡遺構 ･出土遣物について調

査指導が行われる｡

ll.15(火)不明遺構(SZl)を検出｡壷 ･聾が出土｡

その成因過程に悩む｡

12.1(木)A2区空中写真損影終了｡

12.20(火)Ⅵ層面より黒いシミを検出｡ATを

掘 り込む土坑で尾根の谷際に集中す

る｡

12.22(木)朝倉避跡二次確認調査終了｡

平成18年

1.18(水)㈱古環境研究所の早田勉氏来訪｡

K3Gr壁面の土層採取が行われる｡

1.27(金)Ⅰ3Grに トレンチ設定｡Ⅹ層下位掘削

を進めるが遺物の出土は確認されず｡

1.30(月)北海道埋蔵文化財センター鈴木宏行

氏来訪｡

2.10(金)A2区調査終了｡調査区埋め戻し｡

(A2区遺物取 り上げ点数3265点)
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第3節 整理作業の経過

整理作業は平成17年2月から埋蔵文化財センター

内で開始し､水洗､注記､計測､接合､実測､製

図を経て､平成19年10月に終了した｡

石器は接合作業を行いながら､見た目､手触り

を重視して､石材を分類した｡また､黒曜石資料

に関しては､肉眼､顕微鏡観察で分類を行うとと

もに､(樵)古環境研究所に蛍光Ⅹ線分析による黒

曜石産地推定を委託した｡

石器の実測は石板等の剥離が細かな石器を業者

に委託し､残りのナイフ形石器等の実測は整理作

業月と岸田とで行った (写真3)D

また､SXl､SZlの床面の土を､埋蔵文化財セン

ターに持ち帰り水洗選別を実施した｡

現場段階では､後述するⅨ層より検出されたブロッ

クAの範囲の土を5mメッシュの師を用い選別を

行い､黒曜石製の砕片が多数確認された｡同様に

SC1-26の床面付近の土を採取し5mnlメッシュに

よる師選別を試みたが､期待した成果は得られなかっ

た｡

疎の整理は水洗､注記､計測､接合の各作業を

実施した (写真4)｡計測は磯の法量､重量､石材

の他に､襟に残された付着物､赤化､破損状況な

どを記録したOこれらの磯の計測等のデータ採取

作業は周辺に立地する尾立第3遺跡､朝草原遺跡

と立野第5追跡､立野第2遺跡の各調査者､井上

美奈子､日商優子 (平成17･18年度宮崎県埋蔵文

化財センター所属)と検討を加え､共通のデータ

採取をする事とした｡

第4節 普及活動

平成18年8月25日に宮崎県立図書館を会場に ｢ひ

むかの歴史2006｣が行われ､尾立第2遺跡を始め

とする､平成17年度に埋蔵文化財センターで調査

された発掘調査成果が報告された｡ 【71名参加】

また､平成19年3月4日には都農町立図書館を

会場に都農町遺跡報告会を実施し､尾立第2遺跡

を始めとして､町内外に発掘調査の成果を報告し

た (写真5)｡ 【72名参加】

写真 4 整理作業 :磯接合風景

写真 5 都農町遺跡報告会 展示風景
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第Ⅳ章 調査の記録

第 1節 基本層序

基本層序を設定するにあたって､K3Grの南西壁

を土層観察用の壁面として利用した (第10囲)｡土

層は色調､土質によりⅠ～〕⊂層までの層に分層した｡

各層の詳細は次項に示している｡

本道跡の土層の堆積は一定ではなく､旧地形は

西から東に向かって傾斜 し､北東側は南西側に比

べ層が厚 く堆概 していた｡地形の変化を南北でみ

ると､Eライン (Y-49830)付近より西側は削平

によってⅤ層以上が消失している｡

また､東西では､標高の低いH4GrIⅠ4Gr周辺で

Ⅲ層からV層の堆積が確認され､北側 ･西側に進

むにつれその堆積は徐々に薄くなっている｡調査

区の旧地形は南西から北に延びる尾根となり､B

区が所在する南東側は谷となる｡さらに､調査区

で最も標高が高い南西側では排作土を除去すると

すぐに棟層が検出された (第14図)0

本遺跡の旧地形は近年まで蜜柑畑として利用され､

約 1mX1mの正方形の蜜柑穴が調査区の全体に

等間隔に並んでいた｡これらの撹乱は堆積の薄い

調査区南西では地山 (Ⅵ屑)を切るように蜜柑穴

が掘 り込まれ､逆に堆積の厚い調査区北東では緋

作土 (Ⅰ層)よりも蜜柑穴の深度が浅いため､Ⅲ

層以下は影響を受けていない｡耕作土 (Ⅰ層)下

がすぐに棟層となる範囲では､掘削時に棟層を掘

り込むことが困難であったためか､蜜柑穴は確認

されなかった｡

また､本追跡では､土層中にいくつかの火山灰

が確認された (第V章第1節参照)0K-Ahは調査区

南東に､ATは調査区全面に純層で堆積していた｡

これらの火山灰は色調 ･土質に特徴があるため､ロー

ム層との比較は容易であったのに対 し､Ⅵb層から

Ⅶa層より検出されたKトKbは億色の粒子が上下に

散在 して確認される状況であり､単一層としての

判断は行えなかった｡同様に､Ⅸ層で確認された

姶良大塚テフラ ･姶良探港テフラに至っては調査

中には確認することができなかったが火山灰分析

の結果､両テフラの存在が判明した｡

なお､東九州自動車道 (都農～西都間)の調査

では､宮崎平野部で認められるテフラやローム層､

黒色帯に共通の略称を用いている｡第10図に示 し

たMBOやMLl等がこの略称にあたる｡ただし本遺

跡が所在する都農町は宮崎平野部の北端にあたり､

共通認識として捉えられてきた宮崎平野部の基本

層序にそぐわないことも確認されてきている (宮

崎県埋蔵文化財センター2006)0

宮崎県埋蔵文化財センター r東九州自動車道 (都以一西都間)

関連埋蔵文化財発掘調査概要報告沓Vu2006

Ⅰ 排作土

Ⅲ 黒色土 〔クロボク〕

Ⅲa.b 鬼界アカホヤ火山灰 〔K-Ah〕

Ⅳ 黒色土 〔MBO〕 ※

V 黒褐色土 〔MLl上部〕 ※

Ⅵa 黒褐色土 〔ML1下部〕 ※

Ⅵb 黒褐色土 〔MLl下部〕

小林軽石 〔Kr-Kb〕

Ⅶa
黒褐色土 〔MB1上部〕

Ⅶb 黒褐色土 〔MB1下部〕

ⅦC にぷい黄褐色土 〔ML2〕

Ⅷa.Ⅷb 姶良Tn火山灰 〔AT〕

Ⅸa 黒色土 〔MB2〕 ※

姶良深港〔A-Fmト 姶良大塚〔A-Ot〕

Ⅸb
異色土 〔MB3〕

Ⅹ 灰褐色土 〔ML3〕

ⅩⅠ 明黄褐色土

※主要造物包含層

第10図 尾立第 2遺跡基本土層図

-14-



l基本層FS]

Ⅰ層 :耕作土

Ⅱ層 :黒色土 (Hue7.5YRl.7/1)

層厚およそ2-4cmを測る｡しまりが弱く､

粘性が弱い｡所謂クロボクと考えられる｡

Ⅲa層 :穫色土 (Hue7.5YR6/8)

鬼界アカホヤ火山灰｡屑厚22cmを測る｡

Ⅲb層 :明褐色土 (Hue7.5YR5/8)

鬼界アカホヤ火山灰｡Ⅲaに比べ1mm大の

オレンジ粒子が多くなる｡

Ⅳ層 :黒色土 (HuelOYR2/1)

層厚は偉大で6cmを測る｡しまりは弱く､

粘性も弱い｡MBOに相当するO

遺物包含屑

Ⅴ層 :黒褐色土 (HuelOYR3/1)

層厚は6cmを測る｡しまりはやや強く､

粘性がある｡MLl上部に相当｡

遺物包含層

Ⅵa層 :黒褐色土 (HuelOYR3/2)

層厚は偉大で20cmを測る｡しまりはやや

弱く､粘性があるoオレンジ粒子をわず

かに含み､ブロック状で入る箇所もある｡

遺構検出層 ･遣物包含層

Ⅵb層 :黒褐色土 (HuelOYR3/2)

層厚は偉大で21cm)を測るOⅥa層に比べ粘

性が弱くなる｡オレンジ粒子わずかに含む

(粒子塁Ⅵa<Ⅵb)｡ MLl下部に相当する｡
Ⅶa層 :黒褐色土 (Hue7.5YR3/1)

層厚16cmを測るoしまりはやや弱く､粘

性がある｡また､乾燥すると明瞭なクラッ

クが発達するoMBl上部に相当する｡

Ⅶb屑 :黒褐色土 (HuelOYR3/1)

層厚は15cmを測る｡粘性があり､固くし

まっている01mm以下の白色粒子をわず

かに含むoMBl下書机こ相当｡遺物包含層

ⅦC層 :にぷい黄褐色土 (HuelOYR5/4)

層厚は7cmを測る｡しまりはやや強く､

1mm大の黄色粒子や白色粒子が多くなる｡

AT直上 (ML2)に相当する｡

遺構検出層

Ⅷa層 :明黄褐色土 (HuelOYR6/8)

層厚は最大で12cmを測る｡Imnl大のオレ

ンジ粒子を多く含む｡租粒でざらざらし

ていて粘性が非常に弱い.姶良Tn火山灰C

Ⅶb層 :黄握色 (HuelOYR7/8)

Ⅶaに比べ粒子が細かい｡姶良Tn火山灰｡

Ⅸa層 :黒色土 (HuelOYR2/1)

層厚は最大で32cmを測り､しまりが強い｡

1mm以下の白色粒子を多く含み､クラッ

クが発達する｡MB2に相当する｡

遺構検出層 ･造物包含層

Ⅸb層 :黒褐色土 (HuelOYR2/2)

層厚は最大で17cmを測る｡Ⅸa層に比べし

まりが弱く､粘性が強くなる｡MB3に相

当する｡

Ⅹ層 :灰褐色土 (Hue5YR4/2)

層厚は6cm｡しまりは弱く､粘性が強い｡

ML3に相当するO遺物包含層

ⅩⅠ層 :明黄褐色土 (HuelOYR6/6)

巨裸を含み､しまり､粘性ともに強い｡

ⅩⅢ屑 :にぷい黄億色土 (HuelOYR6/4)

しまり､粘性ともに強い｡裸層｡

第11図 層位別遺物出土状況
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第14図 土層堆積状況
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第2節 遺物包含層の認識

本道跡の調査中および調査直後の層位と遺構､

遣物の認識は以下のとおりであった｡

Ⅵa層

Ⅵb屑

Ⅶa～Ⅶb層

ⅦC層

Ⅸa屑

:拙文土器､石敗の出土､不定形剥片の出土O

:純文士絡､石鍬､打製石斧､細和 ､細石刃核､

縦長剥片を1,%材とした小型のナイフ形石･縦を

有する石器群.逝構検出面｡

:紺石刃､細石刃核､縦長剥片を素材とした小

型のナイフ形石器､角錐状石器を有する石器群｡

本追跡で位大丑の逝物が出土｡遊脚検出両
(過納数V<lqa)｡

:層位でのⅥa層 との分層は困難｡Ⅵaに比べ大

幅に剥片等出物数が減少O下部になる程出物

は少なくなる｡

:逝物の出土はほとんど確認されない｡

:切り出し状のナイフ形石器がB区で1点出土｡

造物はほとんど碓記されない.退年制衆出面.

:縦長剥片を媒材とした′ト型のナイフ形石器が

出土｡避物は調査区全体に散在する｡また､a

9Gl･より黒曜石が集中する牡血を碓監O標群を

1基検出｡

Ⅸb～Ⅹ層 :D8Gr･Ⅰ3Gr周辺のみ調査.局部磨製石斧､敵

石が出土｡

今回､報告書作成において､出土遺物の層位別

遣物分布状況および石材別分布図を基に検討した

結果､調査時の認識とともに､以下の事柄を考慮

しつつ記述を進めたことを断っておく｡

(D Kr-Kbの堆積は火山灰分析の結果､最厚37cm

の堆積を示すが､層として確認できなかった｡

そのため火山灰を鍵とした遺物包含層の判断

上下に限られ､層の珊分は土質によるもので

ある｡こうした状況から遺物の取り上げは色

調や土質が似るⅥa層 ･Ⅵb層を含めⅥ屑と､

Ⅸa層 ･Ⅸb屑を含めⅨ屑として行ったO

② 調査区北東は旧地形が谷となり､Ⅳ･V層

の堆積が確認される｡しかし､調査区南西は､

後世の排作による削平が考えられ､遺物に二

次的な移動が生じている可能性がある｡また､

層の堆積は調査区内で一定でなく､急な勾配

- 19 -

は存在しないが､西から東に傾斜し､平坦な

場が広がる範囲はH2GrやⅠIGr周辺に限られる｡

くさ (丑.(参を踏まえ､基本的に接合資料､平面

分布､石材をもとにブロックを設定した｡本

報告で用いるブロックの名称は､同一母岩､

同一石材を重視し､他時期の遺物の混在を避

けることを努め､設定したものである｡その

ため､通常用いられるブロックの名称とは異なっ

ている｡

これらのことから､本報告昔では後期旧石器時

代の時期細分について以下のように取り扱った｡

⊥型

Ⅸ層下部からⅩ層より出土した石器｡AT直上で

の出土が確認されなかった石器で､出土した箇所

もⅢ期の石器群とは遺物の平面分布が重ならずⅠ

期の石器とした｡

旦遡

Ⅶ層 (AT)直下より出土した石器評｡ⅧC層が

わずかに残る層からⅨa層直上で遺物が出土している｡

調査区のほぼ全面にATの堆積が確認されたため､

後述するⅠ期の石器群を除くAT下位の石器群とし

て取り扱った｡上部からの撹乱も少なく､他の時

期に比べ時期の決定を判断しやすかった｡

些型

細石刃石器群を除くAT上位の石器群｡縦長剥片

を素材とした小型のナイフ形石器を主とし､角錐

状石器や台形横石器､剥片尖頭器等､多くの器種

が確認され､時期差も考慮される｡出土遺物量が

最も多いが､その分布から時期の則折が困難であった｡

些型

細石刃石器群を有する時期｡層位では､Ⅲ期石

器群との区分ができず､Ⅲ期石器群､或いは後続

する縄文時代の時期との区別が困難であった｡そ

のため､明らかに細石刃石器群と判断できる器種 (細

石刃 ･細石刃核 ･打面再生剥片)とその同一母岩

の遺物について取り凍った｡



第3節 石材の分類基準

石器石材は第Ⅲ章第3節で触れたように､色調､

横面の特徴､手触り､風化の状況などを重視し分

類を行った (第2表)｡各石材の同定にあたっては､

赤崎広志氏 (宮崎県総合博物館)の協力を得て､

岸田が決定した｡また､確実に同一母岩と判断さ

れるものに関しては文中で触れることとし､遺物

の平面分布等の検討には第2表に示す石材分類名

称を用いた｡石材名称については周辺に立地する

立野第5追跡､立野第2遺跡､朝草原避跡､尾立

第3追跡と石材名称が異なることを極力避けたが､

見解の相違によりやむをえず別の名称を付 したも

のもある｡

黒曜石は､肉眼により観察される情報をもとに

分類を行い､その分類の中から蛍光X線分析によ

る黒曜石産地推定分析を委託した｡そうした分析

結果から得られた石材の特徴を採用して最終的な

石材産地の決定に至った｡

第 2表 石器石材分類表

石材名 小分類 略称

分析の結果､黒曜石①類は人吾桑ノ木津留群､

黒曜石(勤類は大口E]東群､黒曜石④類は樋脇上牛

鼻群と推定された｡また､黒曜石(∋類 .(9類の分

析値は､群として固まりが見られるものの､デー

タベースにない産地のものであり､仮に尾立第20

Ⅹ群と名称づけられた｡

分析結果からは､霧島系とされる未発見の産地

の可能性も指摘されるが､鞍島周辺での確実な原

産地が未発見の現状では､霧島系という名称は不

確実であり､本避跡では黒曜石②類 ･(9類を産地

不明としておきたい｡ただし､尾立第20Ⅹ群と分

析された試料にも､石材のもつ特徴が肉眼観察か

らは､桑ノ木津留産黒曜石原産地で採取できるも

のと､近似するものが存在している｡

また､分析を行わなかった黒曜石(む類､黒曜石

⑦類は前者が腰岳産､後者が姫島産と推定される｡

石器石材の特徴

① 類 Ryu① £競 T,.I.覧逓芸欝 が鵬 さ舶 ものもある･靴 にはツヤがあ机 の･馳 吹くもの的 工佃 ン柏 的
② 頬 Ryu(塾 .lll色をFfJ,し､ER-灰栂色の光FF蛸iZfが触払されるもの.zq旭 I如のみの批汎 ある.薪AfL繭は.r.t地 線軌 剛 は 滑らか｡

① 類 Hol① 笠岩窟蒜認君豊jEZ;'LT笥誤認kC'Ast,h漂 豊 かである｡#J附 の相即 轍 iW llQ'HE鮮隅

ホルンフェルス ② 矩 HoI② 姐化両がA-色をし.粉を吹いたかのJ:うな状胤 こなっているもの｡fi如 く上欄 する傾向が蜘 ､,新郎耐LrJ旭 扱軌

③ 類 Hol③ 荒淫JEだTue.笠:笠語法農芸㌫誓 ､のような肘 掛こなっているものをまと枕 bQ'･鮎放肘 が含まれる
- An 風化IIliがEtl灰色をJJtLJM1-がざらざらしているもの｡qr郎LrlhL'.tI灰色｡

- SH I.u灰色をrトL､とし.7-6し,州状に剃雌する｡ホルンフェルス化がiLBんだものはIlol店)との比較がM姓となり.新鮮面が強州せず,増状の御願が砕摺されないものは目口】@柳とした.

Ch #色.l't仏領.色調にはバリエイションをもつ｡Rrhjには光沢があるものもlf任する..坤くbJ腔されたものは半透明となる｡

CC n色.不純物を含まず炎FnJlま珊らかなbのと.Jf<鈍物を含むものがある｡

(分類 sn(9 月伯也から卦旭 を_7iL.剛 Rで砂札が稚拙でき弘 の｡操右肘 埠 い帆 則 ipもll=h三する｡

② 頬 Sn② il灰色をLJF.する.併f旭 密でfr(爪がある.庸耐 ま粁ちかで.雌伏はFrJあるいは捕Mの臥

尾 鈴 山 酸 性 岩 類 - os g豊 監禁 白色貼 し･白BE=脚 げ ろ｡血脈 鮒 細 とそうでないものと純 TF･+る｡附 桃 か即 断

黒曜石 ※ ① 類 ob① 讐 霊 ;諾 監 賢 治 認 諾 霊 諾 票豊 T&̂諾 う芸宗論 戸耐ま軌 批 ざらざらするものと･

黒曜石 ※ ② 類 ob② 野望 誓 監 認 諾篭 諾 .A:要望監 禁 雷 管 謡 艶 琵 ㌶ 禁 慧 芸濃 霊 :農 芸t2三品

黒曜石 ※ ③ 類 Ob③ 漂 F;豊 講が低叫 の･ATEl色のイ棚 を多く触 #J'T状に糾 ､ものは遥桝 をもつ岬 もある･

黒曜石 ※ 壇)頬 ob⑥ 食167が息†とし､光qCが全くない.朋 榊 は遠近汁I=のない.I.1収 乱 【樋脇上′ト舟ni)

黒曜石 ※ ⑤類 ob⑤ 農 謁 等 )Aを帆 剥剛 は脚 ガラス状で逮桝 が抵Ll･附 まクレ~タ~状の恥 な附 をもつ.

黒曜石 ⑥ 類 ob⑥ 削 池 で透過伽 咽 いもの.〔軌 i'〕

黒曜石 環)狩 Ob⑦ 乳ltl色をrF_し,ImJD以 ドの赤い位 仁がほめられるbの｡〔那剛

※黒曜石産地推定分析 (蛍光X線分析)実施石材
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第4節 後期旧石器時代 Ⅰ期

Ⅰ期とした石器群はⅨ屑下部からⅩ層より出土

した石器である｡第Ⅲ章第1節で触れたように､

堆積の薄い調査区南西側はⅨ層除去後すぐに棟層

となるため､調査は､良好な堆積が確認されたD8

GrとⅠ3Gr･Ⅰ4Gr周辺に限られた｡遺物の出土は､

Ⅸa層掘削後､トレンチ調査を行っていた際出土し

たものであり､調査区全面の掘削は行っていない (第

15図)0

遺物 (第15図1･2)

1は局部磨製石斧である｡背面は球面の形状を

利用し､両側面からの剥離で整形をした後､表面

下部付近に磨きを行い刃部が作り出されている｡

ホルンフェルス製で､風化は激しい｡局部磨製石

斧は調査区南東側の堆積が薄いⅨb層下部からの出

土であり確実にⅨ層と分離できる状況ではなかっ

たが､Ⅸ層出土の石器群より下位で出土したとの

判断からⅠ期の石器と理解した｡また､局部磨製

石斧の出土により､D9Gr周辺の掘削を行ったが､

他の遺物は確認されなかった｡

2は敵石である｡円磯の側面を巡るように敵打

痕がみられ､特に左側面には明瞭な敵打による凹

みが認められる｡砂岩製ではあるが､Ⅸ層あるい

はAT上位より出土する砂岩製の敵石とは石材の特

徴が異なる｡1に比べⅨb層の堆積は厚い範囲より

の出土であったため､Ⅹ層内での出土が明確であっ

たものの､周辺の掘削で剥片等の遺物は確認され

なかった｡

【小結】

Ⅰ期の造物は資料数に乏しく､掘削範囲も限ら

れることから詳細を語ることはできない｡また､

Ⅸ層の堆積が静い範囲にI期の石器が混在する可

能性もある｡AT下位出土遣物のうち定型的な縦長

剥離をもつ石核と､不定形な剥片石核に注意し､

整理作業時にⅠ期石器群の摘出に努めたが､明確

なⅠ期の石器を判断することができなかった｡

第5節 後期旧石器時代Ⅱ期

AT直下にあたるⅨa層上面より石器の出土が確認

された｡Ⅸa屑は尾根状に伸びる調査区の北東で約3

0cmの堆積が確認されたが､調査区南側に行くに従っ

て､その堆積は徐々に薄くなっていた｡また､B8

Gr､C6Gr､D5Gr､E3Grはすでに襟層が蕗出して

おりⅨ屑の堆積が認められなかった｡

調査は､遺物が安定的に確認された範囲を中心

として行ったが､掘削を行っていない範囲もある｡

確認された遺構 ･遺物は磯群 1基､石器712点で､

これらの遺構 ･造物をもとに3箇所のブロックを

設定した (第16囲)0

ブロックAの石器群 (第17-19図3-48)

B9Gr周辺に堆積していたⅦ層を手鍬で掘削して

いたところ､Ⅷ層下部がわずかに残るⅨ屑直上か

ら多量の黒曜石製剥片が出土してきた｡そのため､

手鍬からネジリ鎌､竹串に発掘道具を替え､掘削

を進めていった｡

黒曜石製石器が密集する範囲からはナイフ形石

器や二次加工剥片､敵石等が出土し､石器は約2

m四方に密集していた｡これらの石器は､黒曜石

内に2-3mm大の球瀕を含むものが存在すること

から､同一産地の黒曜石と考えられるが､遺跡内

に搬入された母岩数は1個体だけではない｡これ

らの黒曜石製石器群に対して､蛍光X線分析を行っ

たところ､分析した試料10点中1点が桑ノ木津留

産黒曜石と分析され､残りの8点がデータベ-ス

にないものであった｡この産地不明の資料は仮に

尾立第20Ⅹ群と名称づけられた｡(原石は全面風

化の為､測定不可)0

上記の黒曜石製石器群が集中する範囲をブロッ

クAとする｡

ブロックAでは17例の接合資料が確認されたO

剥片剥離に利用される母岩には拳大よりも小さな

黒曜石が用いられ､自然面に覆われた状態で遺跡

内に搬入されたと考えられる｡剥片と剥片､石核

と剥片との接合が確認されたが､剥片を採取する

際に､衝撃により生じた偶発的な剥片 ･砕片との

接合が多く認められた｡遣物が集中する範囲､遺
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物の炎中する範閉とその周辺､避物の包炎する範

囲の周辺どうLでの接合が認められるoまた､B9

Gr周辺の土を純により選別した結果､1cm以下の

真性曜石製砕片が多丑に確認された｡

ナイフ形石器は7月が確認され.全て二側緑加

工が施される.般大長は2-3cmであり､左8ilJ面

に丹念な調整が入るものが多い｡LF,曜石製剥片が

滋も典中する範囲3:り7､8が出土している｡

また､同プロyクより出土した18は棒状を里す

る故石である｡故打のむ‡跡が両端部に認められ,

中央部で欠航している.出土状況からプロノクA

の黒曜石製石旨是の製作に伴う敵石と考えられるV

ブロックBの石器群 (第20-23図49-85)

ブロックBはC7Gr周辺を中心とするホルンフェ

ルス(三瀬の石材を中心とした石器群でナイフ形石器､

二次加工剥片､襟器､楳器.剥片.石核で構成さ

れるO漬物の出土状況は.プロyクAに比′く､同

一石材が杏楽するという状況ではなく､石器群の

器種構成､石材構成に顕著なまとまりは認められ

ないoまた､プロノクB周辺はⅨ屑の堆柵が薄く

上屑の造物の混在も排除できない｡石器に用いら

れる石材の傾向として､ナイフ形石才芸や二次加工

剥片､剥片にはホルンフェルスG)類が石材として

用いられることが多く､スクレイバーや襟掛まホ

ルンフェルス◎類が用いられる｡ホルンフェルス

は前者に比べ､後者は風化が著しい｡

ナイフ形石器は全て､約2-3cm大の縦長剥片

を素材とし､素材のfr両側を去巨部に設定する｡こ

のうち50-52､54､55は正面に､ナイフ形石器の

素材を獲得する以前に石刃状の剥片が採取された

痕跡を残す074は親指大の頂諒で､窯材の周縁を

巡るように粗い剥確が施されている｡

石核はホルンフェルス①類とホルンフェルス②

勅製が確認されるが､接合資本ト7や60の石核のよ

うに打両を固定せず不定形方向から剥離を行うも

のと､72や73､75のように､打面を固定し､共通

した打面から縦長剥片を採取するものがある｡また､

61は水晶製の石核であるが､調査区内に同一石材

の石器は出土していない｡

ブロックCの石器群 (第24図86-105)

E4Gr周辺にホルンフェルス②軌の剥片が雛申して

おり､プロノクCを設定した｡ナイフ形石器等の利

器は出土せず,石核,剥片で構成される｡剥片は縦

長のものだけでなく,幅広のもの等.不定形な剥片

力御 杖され､剥片剥離に一定した技術は認められないO
プロノクCの石器群は同一の母岩を用いていると考

えられ､全ての石器が哉色く､粉を吹いているよう

に風化する特徴が共通して確認される.

ブロック外の石器 (第25-26図106-126)

106-113はナイフ形石給である｡プロノク内で

確認されるナイフ形石器と同様に､縦長剥片を紫

材とし､石棺基部側に葉材打両部を設定し､二側

緑加工が施されている｡114は頁岩を石材とした打

魁石斧であるoAT直下からの出土であり､剥片等

の淑物が難中する範囲とは位'Bが離れる｡基部側

のみの出土であり.刃部は欠損により消失しているO

正面 破面ともに側面からの加=が行われ､稜が

摩滅する個所も認められる｡風化が激しく.研磨

による線状跡ま確認できないが､整形の後磨きを行っ

た可能性もあるo薄い層状に剥離される訂岩がホ

ルンフェルス化したものであり､lⅦ屑下位から同

一石材は確認されていないo

i即事(第27回)

SI18は17LtTの襟で構成される｡硬は#.触せず､

退梢のほほ中央に､やや環状に配位される小磯と､

自然による凹みをもつ10cm大の硬が確認されるC

石材は尾鈴山酸性岩類である｡襟に被熱等による

赤化はみられず､炭化物は出土しなかった｡襟辞

の西は､Ⅸ屑の椎梢が確認できず襟屑が籍出して

おり､J#におよそ2mの位置には前述したプロノ

クAが存在するO周辺には人為的な襟の配位は確

認されず､Ⅸa Ⅸb屑下位よりの喋屑の巨裸がilfLを

山しているような状況であった0

123はSI18内より出土した襟器である｡自然面を

正面に配位し,姦面側からの粗い加=が施されるO

避梢を偶成する裸とは明らかに石材が異なり､避構

内の退物と判断される.



第15図 後期旧石器時代 Ⅰ期石器実測図
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【小結】

Ⅱ期石器群を理解するにあたって､3つの石器

ブロックを設定した｡これらブロックの中でも､

ブロックAは散石とナイフ形石器､剥片､砕片等

がATにパックされた状態で出土し､石器製作の痕

跡を残す良好な一括資料と判断される｡また､出

土した黒曜石産地は蛍光X線分析の結果､尾立第2

0Ⅹ群と桑ノ木津留群の黒曜石が出土している｡
各ブロックの状況をみると､ブロックA･ブロッ

クBでナイフ形石器の製作が行われた痕跡がわかる｡

特に､ブロックBでは､縦長剥片素材を採取する

ことを目的とした石核 (72･73･75)が特徴的で､

縦長剥片を採取しようとする技術の介在を見て取

れる｡これらの石核は､ナイフ形石器の素材とし

て縦長剥片を目的としていたことを示し､Ⅱ期石

器群の特色である｡また､本遺跡のⅡ期石器群で

はブロックと認識しなかったものも含め､縦長剥

片を素材とし､基部側に剥片の打面が設定される

長さ4-5cm大のナイフ形石器が15点出土している｡

これに対し､ブロックAの剥片剥離技術を右横

から見出すことは難しい｡出土した石核からは背

面や側面に横面を残す資料が多く､剥片剥離の際に､

横面を除去し剥片を採取するoLかし､前述した

石核のように縦長剥片を剥離する痕跡を残すもの

第3表 Ⅱ期接合資料剥離工程表

接合番号 遺物番号 長 幅 厚 重
(cm)(cm)(cm)(g)

は少なく､やや縦に長い不定形な剥片を､一定の

面に打面を固定せず採取しているようであるO

右横と接合する剥片はサイズが小さく､これら

の資料は､剥片剥離による加撃の際､衝撃により

採取されたものであり､尾立第20Ⅹ評とされる黒

曜石が､剥片剥離を安定的に行うことに不向きな

石材であることを示している.こうした黒曜石(む

類の持つ安定的に目的とする剥片を得ることがで

きない特徴から､ブロックAより出土したナイフ

形石器は､幾度かの剥片作出により偶発的に生じ

た剥片のうち､形のよいものを素材として利用し

て整形されたと考えられる｡

また､ブロックAより出土した蔵石にも注目し

たい｡対象となる石器石材の違いが選ばれる敵石

のサイズに影響すると指摘されるように (藤木2(X刷､

18は拳大よりもノJ､さな石核より剥片剥離を行うに

は手頃な大きさと考えられる｡しかし､同ブロッ

クより出土したナイフ形石器に施される細かな二

次加工にも､この敵石が使用されたとは考えづらく､

その他のハンマーの利用も想定される｡

藤木聡 ｢敵石と石器製作｣r旧石器考古学160号 旧石鯨
文化談話会 2000

剥離の順序

稲広剥)-1-(2日を制札 一別frlErrよりrl広潮JIT-(22)を剃Ft.一一JElnlPlからの潮伴にJ:
持合jt料1 20+21+22+23+24+25 4.7 3.5 2.2 28.9 り作L目された平松fr由】より脈広潮片(23)を剃FL lpIJT23剥離帖にイT撰(2巾とTl一段

(25)が分離か.小剥JH20)は執Trr'別打内より株巾ほ 除Eするように剥離｡

舶 榊 2 26･27･28 2･5 ･･6 0･5 .･8 空豊 丘法 器 .pAlfiEt'.J;芸法i2{鋸2,-?.'が㈹桝 に帆 州 Jil'26L28)が維

捜全米料3 29+30+31
､I/･LltfTiT汀より小縦止刺什(29)を刺艦｡-小縦止刺Ji-(30)を刺胞 その後.縦名刺

2.A I.3 0.9 1.2 片(31)を剥離｡29.30､31のJaでの剥けはIE)-の中也打両より刺服される｡剥片同
L:の接合.

鮮泣刺JT(33)を刺醍徴､縦位剃Ji-(31･35)を剥舵｡鮮堤刺Jl~(33･3Jl)は'1王JiilWより
振合染料4 33+34+35 2.6 1.8 0.5 2.6 接収される.剥JJr(33)と削 t(35)の場合は剃～の際のTPA発的な'uJれで､3JI､35の_良

平漸l暮耐 こ触る煉輔のIH]みにより'ul九がJiじたと.ul.われる.刺Ji~同 1;の接合.

l妾合染料5 38+37+38+39 3.6 1.6 0.6 33 刺胞 一蹴蛇剥片(37)を剃牡｡-rnrI7を180°lEll転させ小刺IT(36)を#Jl亡.38剥離
の附のiTF宙は37I39とIr.1-の1拝也打血 と思われる｡

eF打17iはり剥Jr(･11)を制服.一打佃をL80ok!J拒させ,巧汀Tlhjより仰広PJJH･10)杏

胎 柵 40･4.･42･43･44･45 2･8 2･3 0･9 8･. 豊 玉 T4'51諾 岩蒜&o',B'*TI':'慧 I漂 琵豊 ,漂 ;･1.5.)言霊'#% T管篭 Zi47嵩
Frの祈矧 こよるbのか.-別JJrL'･Jから小判rI(JId)をil従｡

正l巾力向からの剥艦により帖広刺JT(63)と仰広剥JT(61)を刺岨 刺Jl~83.6EIiよ り
fi合yt料7 62+63+64+65 38 4.7 2.9 59.9 作糾されたfrInTよりk誠､の剥片を採収.-jEdriO脚､らのJdI工IJ 朋従堤刺JT(62)杏

刺脈.65は班越.牒l刷搾状より順石は111俵｡
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第27図 Ⅱ期棟群実測図
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第26図 後期旧石器時代Ⅱ期石器実測図 (7)
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第4表 Ⅰ期･Ⅱ期石器観察表

器種 石材 (5 ,(co喜,(急 (!, ブロック 観察所見誓聖 霊誓 謡孟 Gr

JiT平な康胡材を利m.Jj田;付近1作製｡

f71鎌｡ほぼ全州 こ払Tr触.
小職の純良剥片を瀬材とし.瀬材止端が北部.

小堀の縦良剥片森村.五三OIJi桁に入念なJJLLll.

小唄の械良剥片が仇 IA･J-伽1捷からの#_形により北部は鋭1IJ.

縦Jiあか ､は佃広の剥片必材.先出払は欠fL1.

校Jl剥片必仇 AinI面に入念な加[:.

縦JlあるいはMは剥片必材｡石船LE紬例日こは捷軒が班fん

縦艮胡JT漉材IC適材兼鮎が脹部｡iELbiF､糾こ府LTu一成 机
.I.I.揃l石脱･(3'.3印火の4ulJ乱

縦1長潮JT兼併｡兼併A雌に頗LTJlが妓/y･.たAPJほに微細I刺帆
MJL'胡付.JL18段階の刺朋とは逆方l''･lh､ら耕什採収.

縦J長潮Ji.LE【rljl引i食dTn-1こ虎L-Tliが城仔.

朋Ji刺JT.

縦良剤片｡正Lrl】は r･.･下r崎雌帆からの剃■により凍Ltr7除去.

併収胡JT.Jf;定形方向からの剥片#J乱

脈広胡片.pT･1【応に不正h向からの刺K
持状模｡上掛 lZ蛇に捉fr胤

) L瓜のみのrlLと‥Iこ知からの流れ込みの･iT紀州=が揃い｡

小牧混剥片｡接合史料1
輔広剃JT'.雌合n科I
輔t広酬T.横合告別

仰広剃JT｡fr面訓膜なし.Jltul-diilま牒Ldiが規存｡雌合斑科1.
円顔必相.不定形剥け制札 横合幣料t｡
(11線#L付.M広刺J'T'刺帆 捷iTnこ球軌が放る.接合持料t｡

小剥片.加dGFま全戚捷di.班合田料･2
A,tJi:胡汁｡f】而舶胞なし｡軽油;血燈なし｡按分野料2｡
小判JiT｡接合打料2

小】建止刺JJIL.接合較料3.
小肘広刺Jir.接合白料3.
小幅広剥片.接合野料3.

校l主潮Ji-IL'lA:の接合.

小紋戊剥片.接合fl料4.

小帖広刺Jir｡接合賢料4.

輔広剥片.横合焚付4.

小縦娃剥片.は合Bf料5.

小稲広刺J-(｡接合松村5｡

小輔広剥片｡1良合軒料5｡

小肺広剥片.按分軒料5.

仰広胡JT.LE面顔面銀杯.tG分野料6

輔広剃JT'.峻合訟科6.
小輔広刺片｡接合牲料6.

小剥JT.坊合打料6.

小刺Ji■.接分野料6.

小剥片｡接合fF料6｡

I11操#材｡打而剤盤を施さず仙広刺Ji'刺胞

lJJ顔兼材.人為的加工なく､雌形状によるものか.

雌llJ僕が仇 frlWi7P(較なく.段l伽51剥JT剥Fr峠の打L巾.
小形の純良剥片を素材.17仙】線 上､riに入念な加工.
縦控刺Jl~#t材｡瀬材剥JTの.I:蝶をイTJtkN調川耶こ設定D

牡綻胡Ji'強付｡先脱･A･恥 土山l応札 LP火はIE而側から糾燈｡

駄艮朔片#材.#材A泊がAC軌 })鰍 ま鋭IIJで切りrLlL状.
両BPJkから鹿部糊池に入念な加｣二刀加はペン先帆

縦滋胡JT#仇 JJ鰍 ま微細御伽 が嫌う｡先端榔欠礼

縦地利JTAI材｡左AM蚊に止‖J:が施される.光軸部欠札
駄ll<あるいは桐広剥片#材.先箱部火山｡

収は耕什#仏 名AtI鋲に二次加工.右側線上鰍 こ微細判IL
縦Ji刺JTを必打とし,盛iGから二次JNlIl上部火鼓し

全Tfiiが不止形ノJTl'r】からの細いi11hLにより躯形.ヒ即欠札

IT両船捗を繰り返し.･f:'&形17-両から剥け刺雌.fr前i.7g鞭なし.

Tll･LTuT両をイrL.kdJii'刺JlIJ胡瓜.I,Jl飾d鮭をイTする.

縦ll{あか ､は佃広刺JIT..出血に横山が挟†ん 接合Fi科7｡
仙広の刺パ.71ミTJiiJ_7に庚両が放/(:.喋缶幣料7｡
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備考ブ ロック長 幅 厚 重
(cm)(cm)(cm)(g)

器種 石材rG
土
位
出
屑
物
号
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番
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第6節 後期旧石器時代Ⅲ期

Ⅲ期石器群はⅣ層-Ⅶ層で確認された石器群で､

遺物のほとんどがⅥ層上部から出土した｡しかし､

第13図に示されるとおりⅥ層検出面での遺物の分

布は調査区全面に渡り､前節で触れたブロックA

のような､一定範鮎での石器の集中を見出すこと

は困難であった｡

第Ⅳ章第2壬釦こおいて､石器群の理解を図るため､

本報告雷でのブロックの設定の基準を示した｡し

かし､説明が不足している点もあるため､出土避

物が各時期の中で最も多いⅢ期石器群の報告を前に､

Ⅲ期石器群を検討する際に行った作業を説明したい｡

まず､Ⅲ期石器群以外の石器群 (Ⅰ･II期石静群､

後述するⅣ期石器群､縄文時代早期の石器群)を

除去し､第28回のような平面分布図を石材ごとに

作成するとともに､出土遣物の点数を5mX5m

のグリッドで区切り､遺物分布の偏りを確認した｡

これらの作業の結果､日東系の黒曜石がF5Gr､

G5Gr周辺に集中して分布すること等､分布に特徴

が見られる石材の抽出を行うことができた｡また､

チャート製､玉髄製の剥片 ･砕片が集中する範囲

は同石材の石鉄と分布域が重なることから､両石

材の剥片 ･砕片は縄文時代早期に帰属させること

とした｡

数量 ･重量ともに大きい流紋岩①類やホルンフェ

ルス①類､ホルンフェルス(丑類は遺物 ･重量の両

分布図を作成するとともに､接合資料の平面的な

範囲の確認を行った｡

その結果､流紋岩(D類､ホルンフェルス(D類､

ホルンフェルス②類､ホルンフェルス③類の石材

は接合範囲がほぼ同じ範囲に収まることとなった｡

なお､接合資料の多くは尾根の鞍部と谷とで接合

が確認され､遣物が標高の低い方へ向かって落ち

込んだ可能性を示すかのような状況であった｡

また､堆積の薄い調査区南西､C6Gr･D6Gr周

辺は､ナイフ形石器等が多く確認されるが､これ

まで指摘してきたように､上層削平の為､遺物が

原位置を留めていない可能性が高い｡こうした理

由から､調査区のほほ全面がATに覆われていたⅡ

期石器群とは異なり二次的な動きが激しいと考え

られるOそのため出土遺物の図化を行ったが､平

面分布等の検討は避けた｡

こうした作業を行った後､同一母岩を見出すこ

とをEl的とし､石器の観察を行った｡ブロックの

摘出に対しては､後述する細石刃石器群や縄文時

代に位置づけられる剥片等の遺物とⅢ期石器群の

明確な区分が行えない以上､石器群の集中するF

～H･3-5Gr周辺に限り､平面分布状で石器の集

中する範囲の器種構成､石材構成を指摘するに留

めた (第31図-第36図)｡ここでブロックとした石

器群は平面分布から分かるように､掘削範囲に対し､

遺物が特に密集する範囲はなく､掘削時から明確

に遣物の集中が確認された前述のブロックAのよ

うな出土状態ではなかった｡

なお､ブロックの名称はⅢ期石器群と区分する

ため､ブロックD､E､F､Gとした｡

喋群 (第30図 ･第62図)

Ⅶ層より棟群を4基検出した｡SI21はⅧ層直上

より､平面形が円を呈するように硬が検出された｡

すべてが尾鈴山酸性岩類で構成され､そのほとん

どの横面が激しく赤化していた｡標は完形のもの

がなくすべて破砕襟で構成され､破損面にも赤化

が認められた｡遺構内の磯は1点ずつ取り上げを

おこなったが､襟は全面が赤イヒし､下部が赤化し

ないという状況は認められなかった｡また､SI21
より出土した炭化材に対しAMSによる年代測定を行っ

たところ､暦年代較正の範囲外ではあるが､24,90

0±160年BPの年代値が得られている｡

Ⅲ期の遺構とした4基の棟群は上位層からの落

ち込みは考えられない｡また､後述する集石遺構

と比較して遺構を構成する磯の赤化が激しいこと

に特徴をもつことで共通している｡

調査区中央の東端に他の裸群に比べ平面規模が

大きく､300点を超える破砕襟で構成されるSI21が

配置され､その約20m南西に散磯状に襟が散在す

るSI23､SI27が､その約10m南西に襟が円状に密

集するSI30が検出されている｡調査区中央より北

からは磯群は確認されなかった｡
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ブロックDIEの石器群 (第31-第34図)

F4Gr､G4Gr周辺で､ナイフ形石器や角錐状石

器が炎申して分布していたO分布している範囲は

玉なっていたが石材と器機構成がIXなることから

ブロックDとブロックEを区別した0両プロノク

が位粧する範匪=引日地形が御査区の中でも比較的

平P_な箇所であり､面的にそろって造物が分布するo

プロノクDでは流紋岩①類製の角錐状石掛 二特

徴がみられる.特に､FLIaGr,FLIcGr周辺径3mX

4mの範囲に､ナイフ形石器と角錐状石給が弧状

に分布するような避物の出土状況であった｡

29ノ1,295は主安剥離両の両側縁から二次加工が

施された後､中央に走る種を除去するかのように

縦あるいは械からの加口二が加えられる｡そのため､

断面形が台形状となることで共通した特徴をもつ｡

また､312や313のように､JLJ鎌状石指の先端部の

みが出土している例もある｡

ブロックEはプロyクDより若干北東に位'Gする.

G4Gr周辺径5mX7mの範囲には347-354.355

-359の接合資料があり､これらは､当時の剥離工

程を示す接合資料で､偶発的な割れや､二次的な

割れ等が含まれるものの､人為的な剥離による痕

跡も残るo接合遁物の範囲の広がりは､二次的な

移動の範囲を示す上で重要であり､接合範凶を重

視しプロyクEと設定した｡

ナイフ形石器の紫材にはホルンフェルス住)熱が

多く利用される｡打面を基部DLIJに設定した縦長剥

片を用い､基部側にプランテイングが施されるも

のが多く､先端部付近に部分加工を施すものも存

在する｡

178,195はナイフ形石器としたが､角錐状石鰐

と共通するような平坦剥離が施される0両石器と

も打面を除去するかのように1B面益都側に加=が

施されている｡

341はホルンフェルス①勅の掻器であるo幅広の

剥片の末端に粗い二次加工が施されているO正面

に残る3条の剥離痕はすべて341の繋材採l旺TJfIの剥

離によるものである｡

ブロックFの石器群 (第35図-第36図)

プロノクFは調査区東H3Gr､H4Gr周辺に位置

するO前述のブロックD､プロノクEの範囲から

はおよそ5mの聞附をもつ｡7'ロyクFの特徴と

して､H3Grではナイフ形石給が9点､H4Grから

は台形様石器が5点出土している｡調査区内で台

形様石器が散在せずまとまって出土するのはH4Gr

周辺のみである｡

台形様右記削ま5点を図化した｡縦11剥片､ある

いは不定形な剥片を素材とし､それを横位に用い

て両側緑への調整が施されているO韮部が先細り

するように整形され､形態が摺状を呈することで

共通している｡

326は剥片尖頭器である｡縦長剥片の打面を基部

側に設定し基部に決りを施すように加工が施され

ている0326と同様の形態を皇す剥片尖現常芸は本道

跡内からは他に出土しておらず､特訳な石器であるO

ブロックGの石器群 (第52図)

F5Gr.G5Gr周辺では､50,L!,を超える黒曜石③

類製の石器が炎申したO石材は風化が著しい1年

の角錐状石器 (433)を除き､他の角錐状石器､剰

片寄と共通した特徴を示しているO同-母署とも

考えられるが接合する造物は確認されていないO

そこでF5Gr､G5Gr周辺より出土したfli曜石③類

別の石署言辞をプロノクGと設定したO

プロノクGでは径20mxllmの範臥 こ児昭石③

類魁の角錐状石器が3占､二次加工剥片が1古､

50点以上の剥片等が出土している｡

その他の石器 (第37-54図)

Ⅲ期の石箸是としてプロノク内外を含め､ナイフ

形石器等332点を図化したOこれらの石才芸群の中で､

ナイフ形石器や角錐状石器はその架材や加工部位､

形態により分奴が可能であるO

ナイフ形石器は､縦長剥けを累材とするものが

ほとんどで､横長剥片を素材としたものは僅かに

確認される程度である｡

二側繰加工のナイフ形石器､あるいは基部加工

のナイフ形石器が多くみられ､小形の縦長剥片を



架材としたものや (第40区は13-240)､やや幅広の

剥片を繋材とした基部周辺に加工が施されるもの

(241-254)､正而基部中央に前段階の別姓が残る

もの (256-261)等は共通した特徴を見出せる｡

角錐状石器は位大長が5cmを超えるものと､5

cm以下に大別できる (節42臥 第43図).大形のも

のは､ホルンフェルス③規を石材とし､繁材とな

る縦長剥片の基部側にfr面を設定し､縦長剥片搾

取時に生じた剥片の厚みを除去するかのように,

基部基面に加工が加えられ,粗い二次加工により

整形されている (318-320).

小型の角錐状石給は､背面に王安剥離両が用い

られるものと､剥片の厚みを除去するかのように､

基部水面が加工されるものが存在する｡

台形樵石器は､ナイフ形石器や角錐状石器に比

べると出土数が少ないが､131を除き､器軸に対し

て直交あるいは斜方向の刃部を設定し､平面形態

が礎状を量すことで共通している｡

剥片尖頭掛ま3点出土した｡322はナイフ形石器

とも捉えられ､縦長剥片の打両側を基部に設定し､

基部に挟りが施される｡

また､326は基部に放りを施す剥片尖溺器であるo

【小生吉】

IIl期の退梯 遺物として襟群4基と､F-H

3-5Gr周辺に設定したプロノクについて説明して

きた｡

磯群は4基検出し､すべての襟帯で襟面に激し

い赤化が認められた.これらの礁群はⅦ屑下部と

1Ⅶ屑直上より検出されており､Ⅵ屑上部で確認さ

れたナイフ形石鰐等の石器群とは出土屑位に追い

があるCそのため､退楠と延物との関係は判断し

づらいが､SI21上層より出土した石箸芸のレベル差

が04m存在することから､ⅢJgJとした石詐群と襟

群のIi"には､時期差が存在すると巴われるoまた､

避楢が検山されるⅦ屑下面では避物がほとんど山

土しないことから､泊梢と避物との総合的な判断

を行うことはできなかった｡

IIl糊石器群は､平面分布状況から､石絡群の一

括性を見出すことに努め､プロノクの設定を行った.

結果的には､一括性を有する石器の抽出を明確

にすることはできなかったが､ブロックD E F

Gとした範囲では石署旨器稜 石材に興なる様相が

確認されたD

ブロックD E F GはG4Gr､F4Gr周辺､

径20mX30mの範囲に当たり､それぞれのプロy

クの設定益畔は前述した通りであるO設定された

ブロックの特徴をまとめるとプロノクDでは風化

面が白色を里す流紋紀 勅勲の角錐状石器が,7'ロッ
クEではホルンフェルス①類のナイフ形石松が特

徴的である､また､プロyクFではホルンフェル

ス①類を石材とした台形棟石号旨を含む石提群が確

TiJされるO

プロノクEはナイフ形石器と同じホルンフェル

ス①類の接合資料が集まる範齢であり､ブロック

Gの黒曜石③有i穀の角錐状石器､剥片は同一母署

の可能性を残している｡

各プロyクFHJは､プロノクD･Eがほぼ同範囲

となるのに対し､プロノクD Eを中心とすると

ブロックFは約5m架に位fEする｡器桂分布に限っ

た分布をみるならば､両プロノクFu=二はナイフ形

石器等の署誰Eが空白となる範囲があり､プロノクD

EとプロノクFを隔てた石器群の集中する場が存

在するかのようであるoまた,プロックGとした

tli曜石③頬梨石器群はおよそ5m雨に位'EしているC

これらの各プロノクすべての石鰐が同時期の所

産とするには課題が残るoLかし､同範囲内にお

いて同一石材､同一器種の石器群が賂まることは､

注Elすべきことである.

また､調査区の範囲に対し､石器が密に躯中す

る範囲が存在せず､調盤区全面に冶物が散漫に分

布する状況はⅢ糊石器群の特徴であり､その理解

を困難にしているが､プロノクあるいは､その範

EH外でもナイフ形石器､角錐状右記芸の分布が水中

する範囲をもつ傾向がある (第6衷)oこれらの石

鰐が集中する背l話には､何らかの鳩の機能を想定

することができるのかもしれない｡
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第5表 Ⅲ期礁群観察表

遺構No 検出層 Gr 長(m)描(m)総重量(g) 総触 (個) 掘り込み 笥 諾 観察所見

sl21 Ⅷ E7 2.8 1.8 125.808 644 円･密 vtM山上より焼山｡全てが破砕俳で他 説古顔の'A-1化が激しい.

SI23 Ⅷ CB I7 04 2,538 13 枚.軸 ⅧM下位より検日｡疎のJh:化が激しい｡

SI27 Ⅷ C8 H 1.5 3.223 14 散･相 積の北rlコする範L)Elが/Jlかれる｡康のJJT(化が激しい｡

S130 Ⅷ 810 06 0.4 11.937 42 円･菅 平lTLi形値は111弧状になり疎が溌弧 顔の'JHとが激しい.
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第6表 グリッド別器種分類表

Gr Kn Tr Ka FP Sc RF UF Fl Ch Co Ha Mb Mc Cho
A8 b

d

A9 ら
C 2
d

A10 a 5 1 ー
b

B6 b
C
d 1

B7 a 1
b 3 19 3 1
C 1
d 2 1 2 1 26 2 1

B8 a
b 1 1 10 1
C
d 1 7 1

B9 a 6 1
b 1 1 20 3 1
C 1 14 ー 1
d 3 1 1 42 5

B10 a 7 1 1
b 2 I 1 14 3 1 1
B10 1

C5 a
b
C 1
d 1

C6 a 1
b 1 13 1 1
C 1 1 8 1
d 3 2 1 2 72 6 3 4

C7 a 1 2 2 67 2 1 2 2
b 1 1 2 22 2 2 1 1
C 1 1 1 44 3 4
d 2 1 3 44 3

C8 a 1 2 3 36 4 l 2 1
b 1 1 1 41 3 1
C ll 1 1
d 1 23 1 2
C8 1

C9 a 1 2 ll 2
b 2 I 21 2 3
C 2 1 2 2 36 3 2 1
d 1 1 10 1

C10 a 1 1 19 1 1 1
C10 1

D4 a
b
C
d

D5 a
b

e

d 1

D6 a 2 12 1 1 1
b 1 5 1
C 4 1 I 2 60 1 4 1
d 1 2 22 1 3

D7 a 2 1 1 40 3 1 1
b 3 1 4 20 2 1 1
C 2 1 5 1 33 3
d 1 3 1 40 2 2

D8 a 3 1 I 4 1 39 2 3
b 1 1 1 21 1 2
¢ 1 18
d 10 1 1 1

D9 a 6
d

D10 a
b
d

E3 a
b

C 3
d 1 1 3

E4 a 1 1
b 1 2 12
C 1
d 2 17 1
E4 1

E5 a
b 7 1
C 4 1 1

凡例

Kn･･･ナイフ形石絹､Tr.-台形様石器､Ka-角錐状石絹､FP.･.剥片尖頭器､Sc･･スクレイパ-､RF-二次加工剥片､

UF･-微細剥離のある剥片､Fl･A･剥片､ChH砕片､Co▲日石核､Ha-出石､Mb･L▲細石刃､MC･.･細石刃核､Cho･･･傑旨岸
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Gr Kn Tr Ka FP Sc RF UF Fl Ch Co Ha Mb Mc Cbo
E6 a 4 1

b 8
C 1 1 9 ー
d 14 2

E7 a 1 22 1
ら 1 26
C 1 3 49 1 1
d 1 27 1

E8 a 1 1 1 22
b 2
C 2
E8 1

E9 a
b 1 1 4
C 1 8
d 33 1 2 1

E10 a 1
b
C
d

F2 a
b 2
C 1
d 3

F3 a 2
ら 13 1 1
C 1 1 ll 1
d 1 2 1 32 1
F3 1

F4 a 3 3 32 1
b 6 I l 48 1 2
C 2 2 30
d 5 1 J 38 2 1

F5 a 1 15 2 1
b 3 2 1 l 24
C 1 1 8 2 1
d 16 1

F6 a 9 I
b 5 1
C 1 2
d
F6 1

F7 a 2
b
C

F8 a
b 1 3 1
C 1 4 1
d 1 I 18 3 1 1

F9 a 13
b 2 1
C 1 3 1
d

GO b
C
d

G1 a
b

G
d

G2 a 1
b 3
C 4
d 1 1 10 1

G3 a 1 26 1 1 1 1
b 2 2 51 1 2 3 2 1
C 4 I 3 1 54 2 3 1
d 1 1 1 1 79 I 1 1

G4 a 5 1 I 2 50 1 1
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第31図 ブロックD石器分布図 (器種)
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器種凡例 悌33135園も共通)

○:ナイフ形石器
● :剥片 ･砕片

(散#)剥維ある剥片を含む)

⊂]:剥片尖頭器

■ :石核

△ :角錐状石器

▲ :スクレイパー

◇:台形様石器
◆ :二次加工剥片
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石材凡例 (第34I36Lglも共通)

● :ホルンフェルス①

△ :ホルンフェルス②

○:ホルンフェルス(勤

▲ :黒曜石 (日東)

◆ :黒曜石 (桑ノ木)

□ :流紋岩①『:流紋岩(参
☆ :砂岩

★ :尾鈴山酸性岩

第32図 ブロックD石器分布図 (石材)

-47-

1:200



第33図 ブロックE石器分布図 (器種)
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第34図 ブロックE石器分布図 (石材)
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第36図 ブロックF石器分布図 (石材)
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